














とである。具体例を挙げると、英語では、“right” と “light” は、異なる意味を
表す語であるが、この違いを示すものは、語頭の “r” と “l” の音の差異である。
言語学では、このような場合、「英語には “r” と “l” の音素対立が存在する」
という。英語では、この二つの単語以外にも、例えば “grow” と “glow” や






























The man shot the tiger.
The man shot at the tiger.
この二つの文の違いは、文の中に “at” があるかないかで、最初の例文にはな
いのに対して、二つ目の文にはある。つまり、最初の文では、動詞の “shot”
は、他動詞で目的語に “the tiger” をとっているのに対して、二つ目の文では、
動詞の “shot” は、自動詞で “at” が目的語として “the tiger” をとっている。
そして、その意味の違いは、以下のようになる。
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The man shot the tiger.
その男は、トラを撃った。（つまり、トラを仕留めた。）
The man shot at the tiger.
その男は、トラに照準を合わせて撃った。（つまり、トラに対して発砲した
というだけで、命中したかどうかは定かではない。）
この意味の違いを認知言語学的に説明すると、“shot” と “the tiger” との距
離の違いと言うことができ、最初の文では、“shot” のすぐ後に “the tiger” が
あり、近いのに対して、二つ目の文では、“at” をはさんでいるので、その分








Elizabeth prepared the exam.
Elizabeth prepared for the exam.
最初の文では、動詞の “prepared” は、目的語の “the exam” に強く影響を与え
るのに対して、二つ目の文では、前置詞の “for” が間に入っていて、動詞の
“prepared” は、“the exam” にあまり強い影響を与えない。したがって、意味の
違いは、以下のようになる。
Elizabeth prepared the exam.
エリザベスは、試験を準備した。
Elizabeth prepared for the exam.
エリザベスは、試験に備えて準備した。























Did you hear about the guy whose whole left side was cut off? Heʼs all right now.
この文の意味は、「左半分が切り落とされた奴を聞いたことがあるか？そいつ
は、現在 “all right” だってさ」というものである。つまり、“all right” は、「す




















John attacked the man with a knife.
形容詞的に振る舞う “with a knife” が名詞の “man” を修飾するケースは、
「ジョンは、ナイフを持った男を襲った」という意味になる。一方、副詞的に









ちなみに、次に示すように、“with a knife” を文頭に移動させると、曖昧性は
解消し、「ナイフを使って、ジョンは、その男を襲った」という意味しか持た
なくなる。




A: Doctor, doctor, Iʼve broken my arm in two places.








I found Mary her book.
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次に取り上げる “call” も、“find” と同様、第4文型と第5文型に用いること
のできる動詞であるが、それを使った有名なジョークがある。
Customer: Good morning. Call me a taxi, please.






言った “Call me a taxi, please” であるが、“taxi” に不定冠詞がついているので、
これは一台のタクシーということになり、ベルボーイが行った第5文型の解釈
は難しく、もしその解釈をしたいならば、つまり、「（私を）タクシーと呼んで
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